




7. 使用前に機器の精度を確保するために下記の手順で 、 換気 【貯蔵 ・ 保管方法及び使用期間等】

量計 ， 酸素濃度計 、 炭酸カ
・

ス濃度計のキャリプレーシ3ンを行いま 貯蔵・保管方法
す。 常温 ・ 常湿（但し結露しない事 ）

①換気量計のキャリプレーシ3ン 摂氏5℃~55℃

3リッターのシリンヅを用意します。 「がリューム ・ トうンスデューサー 」 動作保証条件

に用意したシリンヅを 接続します。（必要があれば接続 温度 ー 10~+35゜C

用の79
・

プタ ーを用意します。）がリューム ・ トうンスデューサーの呼 湿度 0~99% 

気拮出穴を塞ぎます。接続されたPCのコマンドに従い 、 気圧 500 ~ 1050hPa 

シリンヅを安定した状態で 6回＊
゜

ンプ•7ップします。 6回

のがリュームがそれぞれ計測され 、 平均値が算出され正

確なキャリプレーシ3ン•77クターが決定されます。 この

万クター値が 0. 8以下か 、 1. 2以上の場合はキャリプレーシ3ン

の77クターが間違っていますので 、
「 1.0」 と表示され 、

再度のキャリプレー:/3ンが必要です。

②酸素濃度計 と、 炭酸カ
・

ス濃度計のキャリプレーシ3ン

酸素 と炭酸がスが窒素で1\•うンスされた混合がスを 2種

類用意します。（例えば、 1つは室内17-…20. 8%02、

0. 03%C02、 内容の判明しているがンベ入りの 混合が

ス ・・・ 15. 1%02、 6. 04%C02等）接続されたPCのコマンド

に従い 、 上記がスを挿入してキャリプレー:/3ンを開始しま

す。リ：7-式が計算され 、 結果としてキャリプレーシ3ン•7 7 

りターがわ卜されます。

8. 接続されたPCのコマンドに従い 、 外気の酸素 、 及び炭酸がス

濃度の測定をします。測定の平均値が採用され 、 測定値の

計算に使用されます。 この時呼気マスクの周囲に口を近づけ

ないでください。

9. 「＊
・

リューム ・ トうンスデューサーJ付きの 「呼気マスク 」を被験者に装着し

ます。 サンプリンゲ ・チュープを正しく接続しますが 、 この時チュー

プは 45
゜

の角度を保ってセットします。これは唾液ががリューム ・

トうンステ
・

ューサー内に流れ込むのを防ぐためです。 呼気マスクが被

験者の顔に密されている こ とを確認するために 、 手のひら

をがリューム・トうンステ
・

ューサーにあてがい 、 被験者に強めに息をし

てもらい 、 17 ーの漏れがないかを確認してください。 漏れ

る場合は呼気マスりを適当なものに変えるか 、
「＾ットボルダ ー 」

を締め直して密着するようにしてください。

1 0. 接続されたPCのコマンドに従い 、 被験者の測定を開始し

ます。実際の測定を開始する前にテストの測定をする事をお

すす めします。

1 1. 終了は 、 接続されたPCのコマンドに従います。

【使用上の注意l

機器の取扱には取扱説明書を熟饒し 、 取扱操作を十分に熟

知してご使用ください。

機器が正常で安定して作動するこ とを確認してください。

電源の電圧 、 周波数、 消費電力に注意して設置してください。

機器の設置には付属の 3Pプうゲを使用し 、 接地を確実にして

ください。

他の機器を併用して使用する場合は 、 専門家の指示に従って

ください。

機器に異常がないか絶えず監視し 、 異常が発見された場合は

直ちに機器の使用を中止してください。

【保守・点検に係る事項】

水のかからない場所に設置 、 保管してください。

気圧 、 温度 、 湿度 、 通風、 日光に留意し 、 埃 、 塩分 、 硫黄分等に

よる悪影響の生じる恐れのない場所に設置 、 保管してください。

傾斜 、 振動 、 衝撃（運搬時）等 、 安定 状態に注意してください。

化学薬品の保管場所 、 又はカ
・

スの発生する場所に設置 、 保管しな

いで下さい。

故障したときには適切な表示をし 、 専門家にご連絡ください。

機器 、 及び部品は必ず定期点検をしてください。

機器の測定精度を保つ為 、酸素tンサー

、 ナフィ3ンチュープ等の消耗品は約6

ヶ月に 1度交換して下さい。

機器は絶対に勝手な改造をしないでください。

【包装】

本装置の包装用キャリンゲ・ケースには以下のセットで同包されています。

(1)本体

(2) がリューム ・ トうンスデューサー（ヅャンクシ3ン ・ケープルi寸）

(3) 呼気マスク

(4) ^ ットボル,· -（頭用固定I\
．

ンド）

(5) ナフィ3ン ・チュープ

(6) PC通信ケープル

(7) PC用ソフトりI7-

(8)取扱説明書

(9) 心拍入力用チェストI\
．

ンド

また、 キャリンゲ ・ ケース以外の物として 、

(1) 処理コンt
・

ューター (PC) 

(2) シリンヅ (3L) 
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